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皆
さ
ん
は
社
会
科
や
理
科
の
学
習
の

ろ
に
隠
れ
て
い
る
の
で
す
。

な
か
で
、
日
本
列
島
の
自
然
に
つ
い
て

気
が
つ
き
ま
し
た
か
。
そ
れ
は
火
山

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
が
、
皆

噴
火
由
来
の
地
質
構
造
を
持
っ
て
い
る

さ
ん
が
通
う
伊
敷
中
学
校
の
位
置
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

鹿
児
島
市
や
鹿
児
島
県
、
九
州
の
自
然

富
士
山
は
裾
野
が
大
変
に
広
く
、
新

に
つ
い
て
は
学
ぶ
機
会
が
こ
れ
ま
で
ど

富
士
形
成
時
噴
出
物
で
お
お
わ
れ
て
い

の
程
度
あ
り
ま
し
た
か
。
例
え
ば
、
伊

ま
す
。
で
は
、
鹿
児
島
県
本
土
は
ど
う

敷
中
学
校
の
近
く
を
流
れ
る
甲
突
川
で

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
、
伊
敷
中
学
校
の

す
。
雨
が
少
な
い
冬
や
晴
天
が
続
く
真

校
歌
に
も
あ
る
「
常
磐
の
翠
城
山
」
を

夏
な
ど
で
も
か
な
り
多
く
の
水
が
流
れ

成
し
て
い
る
土
地
、
シ
ラ
ス
台
地
で
す
。

て
い
ま
す
が
、
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と

シ
ラ
ス
台
地
は
、
今
の
錦
江
湾
北
部

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
雨
が
少
な
い
時
期

で
約
三
万
年
前
か
ら
二
万
五
千
年
前
の

に
鹿
児
島
県
本
土
を
流
れ
て
い
る
川
の

間
に
起
こ
っ
た
と
思
わ
れ
る
火
砕
流
噴

水
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う

出
物
（
か
さ
い
り
ゅ
う
ふ
ん
し
ゅ
つ
ぶ

か
。

つ
）
が
、
非
常
に
短
い
時

雨
が
少
な
い
時
期
を
渇
水
期
（
か
っ

間
に
お
お
い
か
ぶ
さ
り
で

す
い
き
）
と
い
い
、
こ
の
時
期
に
河
川

き
た
も
の
で
す
。
こ
れ
が

を
流
れ
て
い
る
水
の
量
を
専
門
用
語
で

雨
水
を
大
量
に
貯
め
る
は

は
「
渇
水
流
量
」
と
い
い
ま
す
。
実
は
、

た
ら
き
を
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
本
土
は
日
本
列
島
全
体
を
見

そ
し
て
実
は
も
う
一
つ
別
の
地
質
構

て
も
、
渇
水
流
量
が
極
め
て
多
い
地
域

造
が
鹿
児
島
県
本
土
の
渇
水
流
量
を
支

に
あ
た
り
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
シ
ラ
ス
台
地

日
本
列
島
全
体
を
見
る
と
、
渇
水
流

の
下
に
あ
る
、
水
を
通
し
に
く
い
地
盤

量
が
多
い
地
域
が
何
カ
所
か
あ
り
ま
す
。

の
存
在
で
す
。
こ
れ
は
現
在
の
え
び
の

県
名
を
あ
げ
る
と
、
青
森
、
秋
田
、
新

市
付
近
で
起
き
た
超
巨
大
火
山
噴
火
に

潟
、
富
山
、
静
岡
、
そ
し
て
鹿
児
島
県

由
来
し
て
い
ま
す
。
シ
ラ
ス
台
地
に
貯

本
土
で
す
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
に

ま
っ
た
水
は
、
水
を
通
し
に
く
い
地
層

は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま

に
そ
っ
て
シ
ラ
ス
台
地
周
辺
で
湧
き
出

す
か
。

て
、
そ
の
水
が
河
川
に
流
れ
込
ん
で
い

分
か
り
や
す
い
の
は
、
青
森
、
秋
田
、

る
の
で
、
夏
な
ど
の
降
雨
の
少
な
い
時

新
潟
、
富
山
で
す
。
こ
の
地
域
は
冬
期

期
で
も
河
川
に
は
水
が
あ
る
の
で
す
ね
。

に
標
高
の
高
い
山
岳
地
帯
で
多
く
の
降

し
か
し
、
こ
の
水
を
含
ん
だ
地
層
と

雪
が
あ
り
、
こ
れ
が
渇
水
時
の
河
川
の

水
を
通
さ
な
い
地
層
は
、
時
に
よ
っ
て

水
量
を
支
え
て
い
ま
す
。
次
に
、
静
岡

地
滑
り
を
起
こ
し
、
大
き
な
災
害
に
な

県
で
す
。
こ
の
地
域
は
、
皆
さ
ん
も
知

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

っ
て
い
る
日
本
一
高
い
富
士
山
が
渇
水

自
然
に
は
、
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て

時
の
河
川
の
水
量
を
支
え
て
い
ま
す
。

と
て
も
役
立
つ
面
と
十
分
に
注
意
し
な

で
は
、
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
岳
地

け
れ
ば
な
ら
な
い
面
が
硬
貨
の
裏
表
の

帯
が
な
く
、
多
く
の
降
雪
も
な
い
鹿
児

よ
う
に
い
つ
も
隣
り
合
わ
せ
で
あ
り
ま

島
県
本
土
で
、
渇
水
流
量
が
多
い
の
は

す
。
普
段
気
付
か
ず
に
い
る
け
ど
実
は

な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
静
岡
と

世
界
で
も
珍
し
い
鹿
児
島
の
自
然
を
、

似
て
い
る
自
然
環
境
が
見
え
な
い
と
こ

皆
さ
ん
も
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

２年生が３日間
の職場体験学習で
多くの職場にお世
話になりました。
事前に体験する職
業について調べた

り，職場と各自で連絡をとったりして
仕事をするために必要なことを学び，
職場に向かいました。
生徒は，イメージし

ていたものより，仕事
量の多さや求められる
質の高さを感じ，仕事
の厳しさを味わいまし
た。同時に，達成感や
有用感を得て働く喜び
も味わえたようでした。
御協力ありがとうございました。

昭和40年に立
春式として始まっ
た「立志式」が，
地域の方々や保護
者をお迎えし，盛
大に開催されまし
た。
式の中で，立志の時を迎える２年生を代

表して生徒会長の中島君が，自分のための
「夢」を超えて世のため人のための「志」
を持ちたいと決意を述べました。

式後，白駒妃登美
さんに「志に生きる」
と題して日本のいろ
いろな歴史の事実を
もとに，これからの
生き方について御講
演いただきました。

ＡＩの時代，子供たちの回りにもイン
ターネットに接続できる機器がたくさん
あります。最近では，Wi-Fi で簡単にネッ
トの世界に入り込むことができます。
特に，携帯やス

マートフォンでＳ
ＮＳを利用してト
ラブルに巻き込ま
れるケースが激増
しています。
そこで，学校でも情報モラルについて

考える機会をもっています。今回は，卒
業を前にした３年生を対象に，保護者と
一緒に実施しました。
ＮＴＴｄｏｃｏｍｏの方に講演してい

ただきました。ＬＩＮＥなどの写真やメ
ッセージのやりとりから，気付かないう
ちに個人情報が流失して大変な状況にな
ることなどを分かりやすく学ぶことがで
きました。

４日 第３回学校評議員会

５日 公立高等学校入学者選抜学力検査

１・２年実力テスト

６日 公立高等学校入学者選抜学力検査

１・２年実力テスト

９日 ３年クラスマッチ

１２日 第７３回卒業式

１６日 １年クラスマッチ

１年食に感謝する日

１７日 ２年クラスマッチ

２年食に感謝する日

２５日 修了式

２７日 辞任式

２
月
の
主
な
受
賞
者

第
７
回
算
数
数
学
の
自
由
研
究

県
優
秀
賞

大
山

明
子

青
少
年
赤
十
字
一
〇
〇
字
作
文

支
部
長
賞

大
山

明
子

宮
之
城
水
泳
競
技
会

二
百
ｍ
背

第
一
位

新
福

渚

百
ｍ
背

第
一
位

新
福

渚

五
十
ｍ
背

第
一
位

新
福

渚

五
十
ｍ
バ
タ

第
三
位

平
山

晴
海

市
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
一
年
の
部

第
三
位

大
野

真
拓

島
里
旗
選
抜
野
球
大
会

Ｂ
パ
ー
ト

優
勝

優
秀
選
手
賞

田
之
上

敏
基

プ
ロ
エ
ー
ス
杯
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

初
心
者
男
子
ダ
ブ
ル
ス

準
優
勝

今
吉

悠
翔

熊
迫

健
心

初
心
者
男
子
ダ
ブ
ル
ス

第
三
位

前
田

心
響

川
畑
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

一
年
男
子

第
三
位

県
下
中
学
校
新
人
柔
道
大
会

優
勝

瀧
川

七
花

準
優
勝

長
元

佳
奈
・
林

佳
穂

第
三
位

尾
堂

康
一
朗

市
東
部
地
区
中
学
校
春
季
野
球
大
会

優
勝

最
優
秀
選
手
賞

田
之
上

敏
基

県
中
学
生
テ
ニ
ス
新
人
大
会

二
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝

川
上

慶
槇

おめでとうございます ！

１月下旬の新聞で新型コロナウイル
スが中国で猛威を振るっていることを
知り，私たちにできることはないかと
生徒会役員が企画書を作り，進めてい
る活動です。
日中友好協会にも連絡をとり，具体

的な支援の方法を考え，頑張っていま
す。

2/22（土）は，伊敷と草
牟田のタイヨー前で地域の方
にも募金を呼びかけ，たくさ
んの善意をいただきました。
ありがとうございました。

感染症対策のお願い！
本校でも，先日のＰＴＡでは昇降口に消毒
液を置くなど感染症に注意を払っています。
本校での諸会合等に参加される場合は，石
けんでの手洗いやマスクを着用するなどの対
策をお願いします。また，風邪のような症状
のある方は出席等をお控えいただきますよう
お願いします。

鹿 児 島 大 学 教 育 学 部 代 用 附 属 鹿 児 島 市 立 伊 敷 中 学 校 学 校 だ よ り


